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完成図作成基準 

 

本基準は、本仕様書が適用される工事の内、配管及び付属構造物（仕切弁、空気弁及び排水設備等）

の工事に係る完成図の作成基準を定めるものである。但し、配管及び付属構造物の含まれない工事に

ついても準用のうえ、当該工事の設計図面等に倣って作成する。また、受発注者間での見解の相違は、

発注者の解釈に従うものとする。 

 

１ 内容 

（１）共通事項 

  作成する図面に使用する記号は資料 1 を基本とし、地形を含む場合は方位を記載する。 

（２）完成図 

   詳細について、ア～キは資料 2～7、クは資料 8・9 に倣う。 

  ア 目次図（資料 2 参照） 

    電子ファイルに登録された完成図を容易に検索できるよう、図面枚数が 10 枚以上の工事に

関しては、目次図を作成する。但し、給水管路図は対象外とする。また、作成内容は、図面番

号、図面名称及び縮尺とする。 

  イ 工事概要（資料 2 参照） 

受注者、着手･完成年月日、工事監督者、材料メーカー名（管）、道路占用許可番号（国道、

県道、市道他）、河川占用許可番号（国、県、市他）、管種･口径･継手別布設（替）延長、制水

弁設置箇所（口径･設置及び取替数等）、消火栓設置箇所（口径･設置及び取替数･形式等）、空

気弁設置箇所（口径･設置及び取替数･形式等）、排水設備設置箇所（口径･設置及び取替数･形

式等）、給水管取替箇所（口径･取替数）、既設管撤去工延長（管種･口径別）、セメントミルク

注入工延長（管種･口径別）、備考を記載する。なお、備考欄には、材料メーカー名（弁）、各

種規格、撤去弁栓番号、補足事項及びその他事項を記載する。 

  ウ 位置図（縮尺：1/2,500）（資料 2 参照） 

  （ア）地形 

     都市情報システムから出力した地形図（縮尺：1/2,500）を基図とする。この際、施工範囲

及び周辺の目標物が納まるよう出力範囲を設定し、上水道管理図番号を枠外に記載する。 
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  （イ）管路及び弁栓類 

     資料 1 の表示記号（位置図・平面図用）を用いて作図する。この際、布設（替）路線は既

設路線よりも太い線で作図し、判別可能とすること。 

  （ウ）旗揚げ 

     口径・管種・継手・塗装・工種ごとに布設（替）延長を旗揚げする。また、詳細図を作成

している箇所は、円等でその範囲を示し、詳細図番号を旗揚げする。 

  エ 平面図（縮尺：1/500）（資料 3 参照） 

  （ア）地形 

     都市情報システムから出力した地形図（縮尺：1/500）を基図とする。補正が必要な場合

は、「国土交通省公共測量作業規程」に基づき、縮尺 1/500 で平板測量を行い作図する。この

際、施工範囲及び周辺の家屋が納まるよう出力範囲を設定し、四方に座標値を記載する。 

  （イ）管路及び弁栓類 

     資料 1 の表示記号（位置図・平面図用）を用いて作図する。この際、布設（替）路線は既

設路線よりも太い線で作図し、判別可能とすること。また、撤去路線及びセメントミルク注

入路線も既設管と同様に作図する。 

  （ウ）測点 

     原則として路面延長 20m～40m 間隔で記載する。 

  （エ）旗揚げ 

     口径・管種・継手・塗装・工種・道路管理者・舗装種別・既設管連絡箇所・代表土被りご

とに布設（替）延長を旗揚げする。既設管撤去工及びセメントミルク注入工延長も同様とす

る。また、詳細図を作成している箇所は、円等でその範囲を示し、詳細図番号及び図面参照

番号（例：図番 8/10 参照）を旗揚げする。その他、既設管撤去工及びセメントミルク注入工

等で管末処理を行った箇所についても、工種が分かるように旗揚げすること。 

  オ 縦断面図（縮尺：縦 1/100、横 1/500）（資料 4 参照） 

    縦断面図は、布設（替）路線が基幹管路（導水管、送水管及び配水本管（φ300mm 以上））

の場合のみ作成する。 

    地形の縦断面図に、管及び構造物等の縦断状態、その他埋設物の状態及び基準面の高さ

（KBM）を作図する。また、管径・管種、土被り、管天高、地盤高、追加距離及び単距離等を、

測点及びオフセット点ごとに記載すること。 

 



-3- 

 

  カ 横断面図（縮尺：1/100）（資料 5 参照） 

  （ア）道路 

     「建設省公共測量作業規程」に基づき作図する。作図範囲は原則、測点中心から両側道路

界及び家屋の一部を含めた範囲とする。 

  （イ）埋設物 

     断面内の埋設物すべてを、わかる範囲で作図する。布設（替）管については、口径、管種、

継手、土被り及び道路界からの寸法を旗揚げすること。他の埋設物についても、用途及び口

径等をわかる範囲で旗揚げすること。 

  キ 配管系統図（縮尺：NONSCALE）（資料 6 参照） 

資料 1 の表示記号を用いて、既設管を含め作図する（但し、既設管は細線で簡易に作図）。

この際、直管を除く材料については、現況が分かるように、情報を簡易に記載すること。また、

口径・管種・継手・工種・既設管連絡箇所・オフセット点間ごとに布設（替）延長を旗揚げし、

測点を記載すること。 

  ク 詳細図（縮尺：1/100）（資料 7 参照） 

   異形管の曲点及び交点等のオフセット点を要する箇所について作図する。 

（ア）地形 

     「国土交通省公共測量作業規程」に基づき、縮尺 1/100 で平板測量を行い作図する。この

際、オフセット点周辺の家屋が納まるよう範囲を設定すること。 

  （イ）管路及び弁栓類 

     資料 1 の表示記号を用いて、既設管を含め作図する（但し、既設管は細線で簡易に作図）。 

  （ウ）オフセット寸法 

     基点とオフセット点間の寸法を記載する。なお、基点は極力不動であることを条件とし、

オフセット点 1 点に対し 3 点の設定を原則とする。 

  （エ）詳細断面 

管及び構造物等の縦断状態及びその他埋設物の状態を、表示記号を用いて作図する。また、

土被り、他の埋設物の用途及び口径等を旗揚げすること。 

（オ）旗揚げ 

     弁栓番号及び管末処理の工種を旗揚げする。 
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 （カ）属性情報 

     詳細図に弁栓類を含む場合は、所在地、項番、図番及び弁番号、種類（形式）、口径、筐・

桝形式及び用途（仕切・締切・排水）を記載する。 

ケ 給水管路図（資料 8・9 参照） 

    平面図、オフセット図及び材料系統図の方位は揃える。また、給水管の親番号・代表番号の

確認は確実に行うこと。 

  （ア）工種及び年月日 

     工種は改良、撤去及び他から選択する。また、年月日は工事完成日とすること。 

  （イ）位置図（縮尺：NONSCALE） 

     都市情報システムから出力した地形図（縮尺：1/2,500）を基図とする。また、工事場所（住

所）を記載し、配水管からの分岐箇所及び給水家屋を旗揚げ及び着色等することで、施工箇

所を明確に示すこと。 

  （ウ）平面図（縮尺：NONSCALE） 

     都市情報システムから出力した地形図（縮尺：1/500）を基図とする。この際、配水管から

の分岐箇所及び給水家屋が納まるよう出力範囲を設定すること。また、上水道管理図番号、

お客様番号及び使用者名を記載し、給水管の布設状況がわかるよう作図すること。 

  （エ）オフセット図（縮尺：NONSCALE） 

     配水管からの分岐箇所及び量水器の中心をオフセット点とし、基点とオフセット点間の寸

法を記載する。なお、基点は極力不動であることを条件とし、オフセット 1 点に対し 3 点の

設定を原則とする。但し、量水器は、目視可能な位置にある場合、基点を 2 点とすることが

できる。その他、お客様番号及び使用者名を記載すること。また、誤穿孔等を防止するため、

配水管からの分岐箇所周辺の埋設物を可能な範囲で作図する。 

  （オ）材料系統図 

     配水管からの分岐箇所から量水器までの使用材料がわかるよう、資料 1 の表示記号を用い

て立体的に作図する（廃止の場合は、「廃止」と記載すること）。この際、簡易な使用材料の

情報を記載すること（分岐の記号は下表を参照）。また、変化点ごとに布設延長及び曲率を旗

揚げし、立ち上がり及び立ち下がりがある場合は、高さ寸法 H も記載すること。 

割丁字管 SF 型 SS 型  サドル分水栓 

鋳鉄用 D.SF D.SS  鋳鉄用 D    

ビニール用 V.SF V.SS  ビニール用 V 

    ポリエチレン用 P 
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  （カ）その他 

     工事名、年月日（工事完成日）、工種（改良・撤去・他）、担当者（工事監督者）、社名（受

注者）、給水装置工事主任技術者、使用者名・承諾書有無、お客様番号、許可番号（各占用許

可）、宅地内未施行の理由及び土工（掘削長、掘削幅、掘削土被、分岐箇所土被）を記載する。

但し、メータユニットを設置した場合及びすでに設置されていた場合は記載しない。 
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２ 様式 

  １の（２）のア～クは下図様式（単位 mm）とし、ケの様式は資料 10 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 提出部数 

種別 対象 サイズ 用紙 部数 

原図 １の（２）のア～ク A2 マイラー紙(注 1) 1 部 

複写 1 １の（２）のア～ク A2 上質紙 1 部 

複写 2 １の（２）のイ・ウ A3（縮小版） 上質紙 1 部 

給水管路図 １の（２）のケ A4 上質紙 2 部 

注１ マイラー紙は、マット加工されたものを用いること。 
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資料 1 

１．表示記号 

（1）管  種                 （2）鋳鉄異形管ほか記号（参考） 

管記号については、ダクタイル鉄管協会を準用する。 

名   称 記  号  名称 記  号 

管径（㎜） φ  曲管   

材 
 

 

質 

ダクタイル鋳鉄管 ＤＩＰ  二受Ｔ字管  

硬質塩化ビニル管 ＶＰ  ﾌﾗﾝｼﾞ付Ｔ字管  

石綿管 ＡＣＰ  渦巻き式ﾌﾗﾝｼﾞＴ字管  

鋼管 ＳＰ  片落管   

塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 ＳＧＰ-ＶＢ  乙字管   

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 ＳＧＰ-ＰＢ  継輪  

ステンレス鋼管 ＳＵＳ  鋼管、ﾋﾞﾆﾙ管、等の管記号 

ポリエチレン管 ＰＥ  割Ｔ字管  

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 ＨＰＰＥ  サドル分水栓  

継 
 

手 

柔
継
手 

K形 Ｋ   チーズ  

T形 Ｔ   エルボ  

U形 Ｕ   ベンド  

剛
継
手 

KF形 ＫＦ   フランジ  

UF形 ＵＦ   ユニオン  

フランジ Ｆ   ＳＫソケット  

耐
震
継
手 

S形 Ｓ   フレキシブル継手  

SⅡ形 ＳⅡ   キャップ  

US形 ＵＳ   管末  

NS形 ＮＳ   弁栓その他の記号 

GX形 ＧＸ   仕切弁   

接
合
部
品 

GX 

ライナ    単口消火栓  

G-Lｉｎｋ    双口消火栓  

Ｐ-Lｉｎｋ    消火栓付空気弁  

Ｋ 

普通押輪    空気弁付消火栓  

特殊押輪３ＤＫＮ    単口空気弁  

特殊押輪半数型    排水栓  

ＶＣジョイント    双口空気弁  

   止水栓・弁  
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（2）水道配水用ポリエチレン管異形管記号（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 記  号 

直管  

EF受口付直管  

EFソケット  

EFレデューサ  

EF片受レデューサ  

レデューサ  

EFチーズ  

EF片受チーズ  

SPチーズ  

EFベンド   

EF片受ベンド   

EF Sベンド   

EF片受ベンド   

挿し口付ソフトシール弁  

片受ソフトシール弁  

EFキャップ  

SPキャップ  

EFフランジ  

名  称 記  号 

メカ継手ソケット 

（HPPE×HPPE）  

メカ継手片落ちソケット 

（HPPE×HPPE）  

メカ継手ソケット 

（DIP×HPPE）  

メカ継手ソケット 

（HPPE×VP）  

メカ継手チーズ  

メカ継手ベンド   

メカ継手キャップ  

メカ継手フランジ付チーズ 

台付  

メカ継手フランジ付チーズ 

渦巻き式台付  

メカ継手フランジ付ベンド 

台付  

メカ継手ソフトシール弁  

メカ継手短管1号  

メカ継手短管1号片落ち  
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２．表示記号（位置図・平面図用） 

（1）管口径記号                （2）弁栓その他記号 

 

 

 

名   称 記  号  名   称 記  号 

φ１３   仕切弁（締め切り）  

φ２０    新設仕切弁  

φ２５   単口消火栓  

φ３０   双口消火栓  

φ４０   単口空気弁  

φ５０   双口空気弁  

φ６５   空気弁付消火栓  

φ７５   消火栓付空気弁  

φ１００   排水設備  

φ１２５  
 口径区分（本管）  

φ１５０   口径区分（給水）  

φ２００   管種区分  

φ２５０  
 管末  

φ３００  
 量水器   

φ３５０  
 量水器（ﾒｰﾀｰﾕﾆｯﾄ）   

φ４００  
 止水栓・弁  

φ４５０  
 防火水槽 ○水  

φ５００  
 排水栓  

φ６００  
   

φ７００  
   

φ８００  
   

φ９００  
   

φ１０００  
   

φ１１００  
   

φ１２００  
   

φ１３５０  
   

φ１５００  
   

1350 

1500 
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資料－２ 

※ 本位置図は公開用といて作成しています。 
  完成図は、工事位置が分かるように作成してください。 
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資料－３ 
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資料－４ 
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資料－５ 
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資料－６ 
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資料－７ 
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資料－８ 

 
 

 

ボール式止水栓 φ20 

 
 

資料－８ 

都市情報システムから出力した地形図を使用して給水地・施工箇所を旗揚げする。 
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資料－９ 

 

 
 

資料－９ 

都市情報システムから出力した地形図を使用して給水地・施工箇所を旗揚げする。 
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資料－１０ 

 

都市情報システムから出力した地形図を使用して給水地・施工箇所を旗揚げする。 
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断水伺書作成基準 
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  本基準は、断水を伴う配水管布設替等工事に適用するもので、弁の誤操作による事故を未然に

防ぐため、また、不測の事故が発生した場合に事故の影響を最小限に抑えるため、監督員以外の

職員でも迅速に対応することができるよう断水伺書の作成基準を定めるものである。 

１ 断水伺書及び添付資料 

① 断水伺書（表紙）…[A4] 

② 位置図（断水区域図）…[A4] 

③ 操作弁管理表 …[A4] 

④ 上水道配管図（1/5000,1/2500）…[A3] 

⑤ 上水道管理図（1/1000） …[A3] 

⑥ 模式図 …[A4] 

⑦ 配管系統図 …[A4] 

⑧ 弁操作手順表 …[A4] 

⑨ 弁類オフセット図…[A4] （必要に応じて添付） 

※書類は上記の順序で綴じるものとし、括弧内の用紙サイズは必要に応じて変更できるものと

する。 

２ 各資料の作成方法 

① 断水伺書（表紙）・・・断水の概要について記入する。【様式１】 

・断水Ｎｏ 

計画断水回数及び該当断水回数を記入する。計画断水回数は、施工途中に回数の変更が生

じた場合は、その都度変更した回数を記入する。（例）２／５ 

・決裁欄 

断水内容に応じて合議課名を記入する。合議課は、主管課が水道管路管理センター以外の

場合は、水道管路管理センターを記入する。また、水圧調整や水圧監視所の断水及び配水（調

整）区の一部変更を伴う断水等は浄水管理センターも合議課とする。 

・断水日時 

断水の開始及び終了日時を 24時間表示で記入する。 

（例）自 令和２年３月４日（月） ２２時００分 

       至 令和２年３月５日（火）  ５時００分 

 ・断水区域 

断水家屋の該当する町名を全て記入する。（例）○○町，□□町の一部 

 ・市街地図 

施工箇所の地図ページを記入する。 
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  ・件名及び目的 

工事名及び断水目的を記入する。 

  ・断水戸数 

断水区域内の量水器数
．．．．

を記入する。 

・使用不能消火栓 

断水区域内の使用不能となる消火栓番号及び箇所数を記入する。 

  ・配水（調整）区域 

断水区域の調整区を記入し、複数にまたがる場合はすべて記入する。 

（例）久米（0），久米（1） 

 ・放流水量 

管口径、断水管路の延長及び現場状況を考慮した適切な水量を記入する。放流水量及び 

時間の目安は、適切に洗管するため管内流速１.０ｍ/s以上で、洗管区間の管内水量の概ね

３倍程度とし算定する。また、北条、中島地区の簡易水道等の小規模な配水区については、

水運用について監督員と協議すること。 

 ・凡例 

様式 1 の凡例を原則とするが近似色でもよい。なお、各種資料作成の際は、配管の線種、

消火栓、仕切弁等の記号や弁番号等の文字が見えるよう半透明色（蛍光マーカーなど）で  

着色すること。 

 ・執行グループ名・局担当者・請負業者・現場責任者 

局担当者の執行グループ名を記入し、緊急時に連絡がとれるように担当者及び現場責任

者の携帯電話番号を記入する。 

 ・水圧調整 

断水や配水（調整）区の切替工事等に伴う増圧等の水圧調整の有無を記入し、調整が  

必要な場合は、事前に監督員と協議すること。 

 ・監視所不能箇所 

断水区域内での各調整区の水圧監視所の有無を記入し、監視所がある場合は事前に監督

員と協議すること。 

・管網解析確認 

φ１５０ｍｍ以上の主要配管を断水する場合等で、水圧不良、流量不足及び流向の変化等

が懸念される場合は、安全確認のため監督員へ管網解析の依頼を行う。 

② 位置図（断水区域図）・・・地形図等に施工箇所及び断水家屋を記入する。記入に際しては、

下記の「表示方法」の「施工箇所の表示」「断水家屋の表示」にしたがって作成する。 
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③ 操作弁管理表・・・弁の操作履歴（弁番号・開閉状況）を記録するため、弁操作管理表の下

の注意事項にしたがって記入する。【様式２】 

④ 上水道管理図（1/5000,1/2500）・・・水の系統や操作弁栓及び断水の影響（水圧、水量、使

用不能消火栓）等を確認するため、下記の「注意事項・表示方法（ア～カ）」にしたがっ

て作成する。 

⑤ 上水道管理図（S=1/1000）・・・断水管路、断水家屋及び給水管等の詳細情報を確認するた

め、下記の「注意事項・表示方法（ア～キ）」にしたがって作成する。 

【注意事項】 

・弁栓番号やお客様番号が読み取れるものであること。 

・縮小すると文字が不鮮明になるため、既定の縮尺で作成すること。 

・配水（調整）区域線の近接で断水する場合は、区域線が変更になっていないか監督員へ確  

認をすること。 

【表示方法】 

表示方法は次のとおりで、着色に際しては、元の図形、文字情報が見えるよう半透明色

（蛍光マーカーなど）で着色すること。（図１ 表示例参照） 

ア 施工箇所の表示 

施工箇所を赤色の×印で示し、引き出し線で「施工箇所」を記入する。 

イ 断水操作弁の表示 

 操作弁を緑色の●印で着色する。 

ウ 断水管路の表示 

断水管路を桃色で着色する。 

エ 充水管路の表示 

断水区域外の水系統の管網が確認できるよう周辺管路を青色で着色する。 

オ 配水（調整）区域線の表示 

区域線を黄色で着色する。 

カ 締切弁の表示 

締切弁を赤色の●印で着色する。 

キ 断水家屋の表示 

断水家屋を橙色の線で囲む又は■印で着色する。 
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松山一郎
123456

松山二郎
123457

松山三郎
123458

松山四郎
123459

施工箇所

松山五郎
123460

松山六郎

123461

図１ 表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 模式図・・・断水工事が複数回にわたるなどで配管系統が上水道管理図と大幅に変わる場合

は、断水計画や弁の誤操作がないようにするため、概略図等で配管状況を図示化した模式

図を作成する。（図２ 作成例参照） 

⑦ 配管系統図・・・設計図面の詳細図等を用いて、当日施工する配管が分かるように赤色で着

色するなど図示した配管系統図を作成する。 

⑧ 弁操作手順表・・・現場状況に留意し、断水、充水及び洗管の作業手順をシミュレーション

し、上水道管路図等に記載されている弁栓番号を用いて作業計画のフロー図を作成する。 

（表１作成例参照） 

⑨ 弁類オフセット図・・・弁が密集した場所や監督員が必要であると判断した場所等は、弁の

誤操作防止のため必要に応じてオフセット図を作成する。 

３ 提出部数 

断水伺書及び添付資料 

・①～⑧の資料   …２部 

・①，②の資料   …１部 
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表１　作成例

１　断水作業 2  充水・洗管作業

↓

↓
↓ ↓

↓

Yes ↓ Yes ↓
↓ No No

↓ ↓ ↓

↓
↓ Yes ↓

No
↓

↓ ↓
↓

↓ ↓ Yes ↓
No No

Yes ↓
Yes ↓ Yes ↓

No No

↓ ↓

↓ ↓

↓ ↓

↓ ↓

（水切り音なしを確認後）

を　　全　　開

充水・洗管完了

123-45 V-004S
をゆっくり開

（水切り音が出る程度）

仮設排水弁B
で濁水，清浄確認
（きれいになるまで）

（水切り音なしを確認後）

123-45 V-004S
を　　全　　開

（水切り音なしを確認後）

を　　全　　開

（水切り音なしを確認後）

123-45 V-005S
を　　全　　開

（水切り音なしを確認後）

123-45 V-003
を　　全　　開

（水切り音なしを確認後）

123-45 V-002
を　　全　　開

を　　全　　閉

（きれいになるまで）

仮設排水弁B
で残留塩素確認

（0.1ｇ/l以上）

仮設排水弁Ｂ

仮設排水弁Ａ

（水切り音が出る程度）

で濁水，清浄確認

123-45 V-005S
をゆっくり開

（水切り音が出る程度）

仮設排水弁B
で濁水，清浄確認

をゆっくり開
（水切り音が出る程度）

で濁水，清浄確認
（きれいになるまで）

仮設排水弁Ｂ
を　　全　　開 を　　全　　開

123-45 V-002 123-45 V-003
をゆっくり開

仮設排水弁Ａ
で濁水，清浄確認

仮設排水弁B

（きれいになるまで）

（水切り音が出る程度）

（きれいになるまで）

弁　操　作　手　順　表

123-45 V-002
を　　全　　閉

123-45 V-003

配管作業完了
洗管準備

【既設管路】 【新設管路】

を　　全　　閉

を　　全　　閉

を　　全　　閉

をゆっくり開

（水切り音が出る程度）

をゆっくり開

を　　全　　閉

123-45 V-004S
を　　全　　閉

123-45 V-005S

仮設排水弁Ａ

断水路線パトロール

を　　全　　閉

を　　全　　閉

を　　全　　閉

123-45 D-001
で断水確認

管　切　断
連絡工事開始

（0.1ｇ/l以上）

仮設排水弁Ａ
を　　全　　閉

（きれいになるまで）

で残留塩素確認

で濁水，清浄確認

nt509051
テキスト ボックス
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断 水 伺 書 
Ｎｏ    ／ 

 

主 管 課 

 

課 長  起 案 者 

                   

合 議 課 

 

センター長   

合 議 課 

 

   

 

断

水

日

時 

 

自 令和   年   月   日 （  ）     時   分 から 

 

至 令和   年   月   日 （  ）     時   分 まで 

 

断 水 区 域        松山市 

市 街 地 図           Ｐ．   －   － 

件名及び目的         

断 水 戸 数        

（量水器数） 
約      戸程度 

使用不能消火栓 

 

－    Ｈ－ 

計    ヵ所 

配水（調整）区域   （    ) 

放 流 水 量         ㎥／h  ×   ｈ    ＝   計     ㎥ 

凡 例        
×(赤)施工箇所 ●(緑)断水操作弁 ■(橙)断水家屋 ■(桃)断水管路 

■(青)充水管路 ■(黄)配水(調整)区域線 ●(赤)締切弁 

執行グループ名 
担当 

TEL   － 
局 担 当 者 

 

携帯  －  － 

請 負 業 者 
 

TEL   － 
現 場 責 任 者 

 

携帯  －  － 

水 圧 調 整 有 ・ 無  監視所不能箇所 有 ・ 無 

管 網 解 析 確 認 有 ・ 無  
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様式 1 



操 作 弁 管 理 表 

  

弁 番 号 

着 手 時 ・ 開 閉 状 況 

 摘     要 

  配水区 開 閉 締切 

1       

2       

3       

4       

5       

6        

7        

8       

9       

10       

11       

12       

13       

14       

15       

１． 当操作弁管理表は、弁の操作履歴の記録として使用するため正確に作成すること。 

２． 予め操作不能弁の有無を監督員に確認し、断水計画に反映すること。 

３． 弁の操作後は、原則元の状態に戻すこと。弁の故障や開状態であるべき弁が閉状態になっている

（逆もある）場合は、速やかに監督員を通じて水道管路管理センターに連絡すること。連絡が取れな

い場合は元の状態とし、翌日速やかに連絡すること。 

４． 仮設弁、新設弁については、元の弁番号を使用し、摘要欄に「仮設弁」「新設弁」と明示すること。

増設（仮設）弁に関しては、弁番号を任意に設定し、摘要欄に「増設（仮設）弁」と明示すること。 

５． 洗管に使用する排水弁及び消火栓も記入し、仮設の場合は摘要欄に明示すること。 

６． 締切弁は両方の配水区を記入すること。 

７． 工事期間内において、仮締切とする弁は摘要欄に期間等必要事項を記入すること。 

８． 計画が変更になる場合は、監督員を通じて速やかに水道管路管理センターに連絡すること。 
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様式２ 



 

 

【参考】 仕切弁スピンドル回転数 

 

 ソフトシール弁 仕  切  弁 

φ ７５ １３ 回 １３ 回 

φ１００ １７ 回 １５ 回 

φ１５０ １９ 回 １９ 回 

φ２００ ２５ 回 ２５ 回 

φ２５０ ２５ 回 ２６ 回 

φ３００ ３０ 回 ３１ 回 

φ３５０ ３５ 回 ３６ 回 

φ４００ ３７ 回 ３７ 回 

φ４５０ ４２ 回 ４２ 回 
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水道用弁栓桝施工基準 

水道用円形鉄蓋（JWWA B 132） 

１．適用範囲 

 この規格は、水道に使用する地下式消火栓及びバルブ類用鉄蓋（以下、鉄蓋という）のうち円形に

ついて規定する。 

２．引用規格 

 次に掲げる規格は、この規格に引用されることによって、この規格の規定の一部を構成する。これ

らの引用規格は、その最新版を適用する。 

      JIS B 0205  一般用メートルねじ 

      JIS B 0403  鋳造品－寸法公差方式及び削り代方式 

      JIS B 0405  普通公差－第 1部：個々に公差の指示がない長さ寸法及び角度寸法に対

する公差 

      JIS B 7502  マイクロメータ 

      JIS B 7503  ダイヤルゲージ 

      JIS B 7507  ノギス 

      JIS B 7512  鋼製巻尺 

      JIS G 5502  球状黒鉛鋳鉄品 

      JIS Z 2201  金属材料引張試験片 

      JIS Z 2241  金属材料引張試験方法 

      JIS Z 2243  ブリネル硬さ試験－試験方法 

      JIS Z 8203  国際単位（ＳＩ）及びその使い方 

      JIS Z 8401  数値の丸め方 

３．用語及び定義 この規格で用いる主な用語の定義は次による。 

  ・鉄蓋     蓋と受け枠との総称 

  ・急勾配受け  蓋と受け枠との接触面を急勾配とし、嵌合させた際の蓋のがたつきを防止した

構造。 

  ・蝶番     蓋と受け枠とを連結し、蓋を開閉するときに転回、旋回の中心として作用する

金具。 

  ・形式試験   鉄蓋がその設計によって、決定された形式どおりに作られているかを確認する

為の試験。 

          なお、形式とは性能、構造、形状及び寸法。 

  ・閉塞蓋    雨水及び土砂の流入を少なくするため蓋の開閉用穴を自動的に塞ぐ小蓋 

４．種類     鉄蓋の種類は、表１による。  

           種   類          適    用（参 考） 

           1号（250）   呼び径 400以下の仕切弁用 

           3号（500）   呼び径 150以下の急速空気弁、単口消火栓、単口空気弁 

           4号（600）    呼び径 200の急速空気弁、双口消火栓 

呼び径 400～700のバタフライ弁（立形）用 

           5号（700）     呼び径 800、900のバタフライ弁（立形）用 

            備考 種類の（  ）内は付表１のフランジ内径Ｂの寸法を示す。 
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５．性能 

(1)  荷重たわみ性     鉄蓋の荷重たわみ性は、10．(4)によって試験を行ったとき、表

２の規定に適合しなければならない。 

 

                  表２ 荷重たわみ         単位ｍｍ 

            種  類     たわみ       残留たわみ 

             1 号      0.8 以下 

              3 号      1.8 以下       0.1 以下 

             4 号      2.2 以下 

             5 号      2.6 以下 

 

(2)  耐荷重性    鉄蓋の耐荷重性は、10.(5)によって試験を行ったとき、鉄蓋に割れ及

びひびがあってはならない。 

(3)  操作性     蓋の操作性は、10.(6)の試験を行ったとき、蓋の開閉、転回、旋回が

容易に行われなければならない。又、蓋と受け枠とのがたつきがあって

はならない。 

６．構造、形状及び寸法 

(1) 構造及び形状 

鉄蓋の構造及び形状は、付図 1図面のとおりとし、以下の構造を有するものとする。 

・ 蓋と受け枠との接触面は、機械加工して急勾配受けとし、蓋のがたつきを防止でき

る構造とする。なお、勾配は、衝撃による蓋の飛び上がりを防止できる角度とし、蓋の

互換性を有する。 

      ・ 蓋と受け枠とは、蓋の逸脱防止の為、蝶番にて連結した構造とする。 

・  受け枠とボックスの上部壁とは、ボルトにて緊結できる構造とする。 

ボルトは、１号がＪＩＳ Ｂ 0205に規定するＭ10以上、3号～5号がＭ16を標準と

する。 

・ 開閉器具用穴は、１箇所以上設ける。 

      ・ 蓋表面には、滑り止めの為模様を設ける。 

      ・ 蓋の表面には、弁栓類などを識別する文字又は記号を入れる。 

      ・ 空気弁用鉄蓋については、蓋上面に空気抜き穴を設けることができる。 

・ 雨水及び土砂の流入をできるだけ防止する為、蓋には閉塞蓋を取りつけることがで

きる。 

・ 蓋の表面には、すべり止めのための模様が、設けられ、視認性を向上させるためのカ

ラー表示が出来る構造である。 

・ 蓋と受け枠とは、蓋の逸脱防止のため蝶番にて連結できる構造とし、蓋は、120°以

上垂直回転及び 360°水平旋回が可能である。 

・  蝶番は雨水及び土砂の流入が阻止できるよう、蓋裏取付構造とし、蓋と受け枠との

着脱が可能である。 

・  ＡＪフレームホルダ（調整駒）は、受け枠施工時の道路勾配に対する微調整、アン

カーボルトの締付過ぎによる受け枠の変形防止機能を有し、施工性、操作性が簡単な

構造である。 

・  3号（φ500）以上の鉄蓋の施工は、調整部の耐久性を確保するため高流動性、超早
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強制、無収縮を有する調整部材を用いて、別紙「施工手順書」に基づいて行う。 

(2) 寸法 

        鉄蓋の主要寸法は、付図１による。 

 

７．外観 

(1)  鉄蓋の外観    

鉄蓋の内外面は、滑らかで、こぶ、きず、鋳ばり、巣等の有害な欠点があってはなら

ない。ただし、軽微なもので注文者の承認を得た場合にはアーク溶剤などによる補修

を行うことができる。 

    (2)  塗装後の外観    

塗装後の外観は、塗り残し、あわ、ふくれ、はがれ、遺物の付着、塗りだまり、著し

い粘着、その他使用上有害な欠点があってはならない。 

 

８．塗料   

鉄蓋の塗料は、密着性に富み、防食性及び耐候性に優れた物を用いる。 

 

９．材料       

鉄蓋の材料は、通常の使用及び施工に十分耐えられるだけの強度及び耐久性を有しなければ

ならない。なお、材料は、ＪＩＳ Ｇ 5502に規定する球状黒鉛鋳鉄品と同等以上のものとし、

10.(3).ア～10.(3).ウによって試験を行ったとき、表３の規定に適合しなければならない。 

 

                        表３ 材料 

         種 類     記 号   引張強さ    伸び   硬さ    黒鉛球状率 

                       N/ｍ㎡｛kgf/ｍ㎡｝ （％）   (HB)    （％） 

           ３号～５号  FCD700   700｛71｝以上   5～12  235 以上 

           １号     FCD600   600｛61｝以上   8～15  210 以上 

         受枠及び蝶番 

         

10．試験方法   

(1) 外観及び形状  鉄蓋の外観及び形状は、目視によって調べる。 

(2) 寸法      鉄蓋の寸法は、JIS B 7502に規定するマイクロメーター、JIS B 7507

に規定するノギス、JIS B 7512 に規定する鋼鉄巻尺、又はこれらと同

等以上の精度を有するものを用いて測定する。 

(3) 材料試験    材料試験は、JIS G 5502 の 11.（試験）に規定された方法によって

供試材を予備を含め 3 個鋳造し、そのうち 1 個の供試材を用いて次に

よる。 

       ア. 引張試験 

引張試験は供試材から、JIS Z 2201 により作製した 4 号試験片を用いて、

JIS Z 2241 によって引張強さと伸びを測定する。 

イ. 硬さ試験  

硬さ試験は供試材から作製した試験片を用いて、JIS Z 2243 によって硬さ

を測定する。 
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ウ. 黒鉛球状化率判定試験   

黒鉛球状化率判定試験は、10．(3)．イの試験を行った試験片をよく研磨し、

JIS G 5502 の 11．(3)（黒鉛球状化率判定試験）によって行う。 

    (4) 荷重たわみ試験   

鉄蓋の荷重たわみ試験は、供試体をがたつかさないように試験機定盤上に載せ、

次に蓋の上面中心部に厚さ 6ｍｍの良質のゴム版を敷き、その上に鉄製載荷版を置

く。そして、この箇所に表４の示す試験荷重を一様な速さで 5 分以内に加え、たわ

みを測定する。この時試験前にあらかじめ蓋と受け枠を食い込み状態にする為、試

験荷重と同一の荷重を加え、荷重を取り除いた後に試験を行う。試験は、規定の荷重

を加え１分間保持した後、この時のたわみを測定する。又、残留たわみは荷重を取り

去った後のたわみを測定する。 

なお、たわみの測定は、付図 2によるほか、蓋中心及び中心を通る直線の両端の 3

ヶ所にダイヤルゲージを配置し、その差によってもよい。 

 

表４ 荷重たわみの試験荷重 

                 試  験     試験荷重ｋＮ｛ｔｆ｝ 

1 号                55 ｛5.6｝ 

3 号               105｛10.7｝ 

                  4 号 

                  5 号 

 

(5) 耐荷重試験   鉄蓋の耐荷重試験は、10．4と同様の方法によって表５に示す試験荷

重を負荷した後、割れ及びひびの有無を目視によって調べる。 

 

                       表５ 耐荷重性の試験荷重 

                 試  験     試験荷重ｋＮ｛ｔｆ｝ 

                  1 号                180 {18.4} 

                  3 号        350｛35.7｝ 

                  4 号 

                  5 号 

 

(6) 操作性試験    

      蓋の操作性試験は、蓋の開閉、転回、旋回の確認を行う。又、蓋と受け枠とを嵌合させ、

蓋のがたつきの有無を確認する。 

(7) 試験結果の数値の表し方 

      試験結果の数値の表し方は、JIS Z 8401 によって丸める。 

 

１１．検査実施要領 

(1) 新規採用検査   

      新たに指名を受けようとする製造業者の場合は、鉄蓋の種類ごとに当該仕様書の 5～10

の規定に適合していることを 11－3 によって確認する。 

 

210｛21.4｝ 

700｛71.4｝ 
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    (2) 更新検査     

      更新検査は、原則として当局が検査日、検査場所をあらかじめ決定し、11－3にて年１回

行うものとする。ただし、当局が不必要と認めた場合は、これを省略することがある。ま

た、既納入分といえども、その必要がある場合には臨時に検査を行うことがある。 

(3) 検査要領    

      検査は、当該仕様書に基づき製作された製品から、当局検査員指示のもとに３組を準備

し、そのうちの一組について行う。 

      検査は、当局検査員立会のもと、以下の項目について 11．によって行い、5．～10．の規

格に適合しなければならない。 

           （ａ） 構造、形状及び寸法検査 

           （ｂ） 材料検査（引張、伸び、硬さ、黒煙球状化率） 

           （ｃ） 表示検査 

           （ｄ） 外観検査 

           （ｅ） 性能検査（荷重たわみ性、耐荷重性、開閉操作性） 

なお、検査に供する製品及び検査費用については、製造業者の負担

とする。 

(4) 再検査   

      (3)の検査のいずれかの項目において、規格値を満足しない場合は、その項目について再

検査を行う。 

      再検査に用いる供試体は、材料検査については、予備に鋳造した残り２個を、製品につい

ては準備した残り 2個組を用いる。 

      なお、再検査は、残り２個又は２組ともに規格値を満足した場合のみ合格とする。 

 

１２．表示      

蓋の裏面には、次の事項を鋳出し、又は容易に消えない方法で表示しなければならない。 

           （１） 材料記号（ＦＣＤ700など） 

           （２） 製造年又はその略号 

           （３） 製造業者名又はその略号 
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                    付図 1.  鉄蓋の主要寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        単位ｍｍ 

寸法許容差寸法許容差寸法許容差寸法許容差寸法許容差寸法許容差寸法 許容差

１号 216 250 310 ±3.5 360 ±3.5

３号 500 500 600 664

４号 600 600 700 764

５号 700 700 800 864 ±７

150

100

±2.5

±2

±0.3

±3.5

±5
±5

16

22

±2

25

40

Ｇ
種類

±2

A,A'(参考） Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

±5

 
         注（１） 蓋の補強リブを設けた場合を示す。 

         備考 

         １． Ａは蓋の外形寸法、Ａ‘は受枠の内径寸法を示す。 

         ２． Ｂは受枠のフランジ内径の寸法であり、有効内径とは異なる。 

         ３． ボックスと緊結するボルトに付いては、１号が JIS B 0205 に規定する、

Ｍ10以上、3号～5号がＭ16を標準とする。 
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                    付図 2.  耐荷重試験方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種　類 載　荷　板　（ｍｍ）

１号

３号 200×250、厚さ50

４号

５号

φ170、厚さ50

200×500、厚さ50

 

     

                   

         関連規格   JIS A 5506  下水道用マンホール蓋 

                JIS Z 8203  国際単位系（ＳＩ）及びその使い方 
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水道用レジンコンクリート製ボックス（ＪＷＷＡ Ｋ 148） 

 

１．適用範囲 

 この規格は、水道用円形鉄蓋に使用する水道用レジンコンクリート製ボックス（以下、ボックスと

いう。）について規定する。 

 

２．引用規格 

 次に揚げる規格は、この規格に引用されることによって、この規格の規定の一部を構成する。これ

らの引用規格は、その最新版を適用する。 

       JIS A 1181  レジンコンクリートの試験方法 

       JIS A 6201  コンクリート用フライアッシュ 

       JIS B 0205  一般用メートルねじ 

       JIS B 7507  ノギス 

       JIS B 7512  鋼製巻尺 

       JIS G 3112  鉄筋コンクリート用棒鋼 

       JIS G 3532  鉄線 

       JIS K 6919  繊維強化プラスチック用液状不飽和ポリエステル樹脂 

       JIS R 3411  ガラスチョップドストランドマット 

       JIS R 3412  ガラスローピング 

       JIS Z 8203  国際単位系（ＳＩ）及びその使い方 

       JIS Z 8401  数値の丸め方 

 

３．定義 

ａ） ボックス  

  地下式消火栓、バルブ類等の室築造に用いる部材のうち、上部鉄蓋を除く、側

壁、底版及び調整リングの総称。 

ｂ） 形式試験  

  ボックスがその設計により、決定された形式どおりに作られているかどうかを

確認するための試験。 

           なお、形式とは性能、構造、形状及び寸法。 

ｃ） 複合材 

    ボックスを積み立てた際、接合部のがたつきや点接触を防止して、ボックスの

強度及び耐久性を保持するため、ボックス同士の接合面に断絶がないように盛り

付ける材料。エポシキ樹脂系やウレタン樹脂系のものがある。 
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４．種類       

ボックスの種類は、表１及び付表１による。 

              表－1     ボックスの種類 

           種   類        適   用（参 考） 

            1 号（250）   呼び径 350以下の仕切弁用 

                   バタフライ弁（センターキャップ式）用 

           3 号（500）   呼び径 150以下の急速空気弁、単口消火栓用 

            4 号（600）   呼び径 200以上の急速空気弁、双口消火栓用 

                   消火栓付空気弁（空気弁付消火栓）用 

                   呼び径 400～600のバタフライ弁（立形）用 

           5 号（700）   呼び径 700～900のバタフライ弁（立形）用 

 参考   種類の（ ）内は、付表２のボックス内径Ｄ１寸法及び付表８のボックス内

法Ａ×Ｂの寸法を示す。 

 

５．性能 

ボックスの軸方向耐荷重性は、9.4によって試験を行ったとき、割れ及びひびがあってはな

らない。 

 

６．形状及び寸法 

  ボックスの形状及び寸法は、付表 2～17による。 

７．外観  

    ボックスの内外面には、きず、欠け等の使用上有害な欠点があってはならない。 

８．材料 

   レジンコンクリートの品質は、9．3．1及び 9．3．2によって試験を行ったとき、表２の規

定に適合しなければならない 

     なお、製造に使用する原材料は、次のとおりとする。 

ａ） 合成樹脂    

合成樹脂は、JIS K 6919の規格に適合したもの、又は品質がこれらと同等以上の

ものでなければならない。 

ｂ） 硬化剤及び硬化促進剤 

樹脂の硬化剤及び硬化促進剤は、良質の材料を用い、品質に悪影響を及ぼさない

ものでなければならない。 

    ｃ） 骨材    

骨材は、清浄、強硬及び耐久的で適当な粒度を持ち、ごみ、泥、薄い石片、細長

の石片等の有害量を含んでいてはならない。 

    ｄ） 充てん（填）材  

  充てん材は、JIS A 6201 又は炭酸カルシウム、若しくはこれに準ずるもので、品

質がこれらと同等以上のものでなければならない。 

    ｅ） 補強材   

 補強材として、ガラス繊維又は鉄筋を用いてもよい。 

         ガラス繊維を用いる場合は、JIS R 3411 又は JIS R 3412 に適合したものでなけ

ればならない。 

鉄筋を用いる場合は、JIS G 3112、JIS G 3532 に適合するもの、又は機械的性

質がこれと同等以上のものでなければならない。 
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ｆ） ボックスの上部壁フランジには、鉄蓋の受け枠とボルトにて緊結出来るようインサー

トナットを埋め込んだ構造である。 

ｇ） ボックスの組立は、ボックスの強度及び耐久性を保持するため、ボックス同士の接合

面に断絶がないように接合部材を用いて、別紙「施工手順書」に基づいて行う。 

 

                  表２ レジンコンクリートの品質 

         品 質 項 目         規    定 

         圧 縮 強 度    圧縮強度 9000Ｎ/ｃｍ２{918kgf/ｃｍ２} 以上 

         吸 水 性           質量変化率±0.3％以内 

 

９．試験方法 

9.1  外観及び形状   ボックスの外観及び形状は、目視によって調べる。 

9.2 寸法           ボックスの寸法は、JIS B 7507に規定するノギス、JIS B 7512 に規定す

る鋼製巻尺、又はこれらと同等以上の精度を有するものを用いて測定する。 

 9.3 材料試験 

    9.3.1 圧縮強度試験    

圧縮強度試験は、JIS A 1181 に準じて行う。このとき、供試体 3個を 80℃

で 4 時間乾燥させたものを使用する。試験結果は供試体３個の平均値によ

る。 

9.3.2 吸水性試験    

吸水性試験は、直径 75 ㎜、高さ 150 ㎜の円柱状の供試体を作製し、JIS 

K 6919の 5．2．5（吸水率）又は 5．2．6（煮沸吸水率）に準じて行う。 

9.4 軸方向耐荷重試験    

ボックスの軸方向耐荷重試験は、試験機定盤上に載せて組み立てたボッ

クスの上に鉄蓋を設置して、蓋の上面中心部に厚さ 6 ㎜のゴム板を敷き、

その上に 200 ㎜×500 ㎜の鉄製載荷板を置き、この箇所に表３に示す試験

荷重を鉛直方向に一様な速さで加える。 

                

              表３ 軸方向耐荷重の試験荷重 

          種     類       試験荷重ｋＮ{ｔｆ} 

            1 号          105  {10.7} 

            3 号          150  {15.3} 

            4 号          150  {15.3} 

            5 号          150  {15.3} 

              なお、ボックス組立にあたっては、接合面に断絶がないように接合材を 

                    盛付けて組み立てる。軸方向耐荷重試験方法を別図に示す。 

9.5 試験結果の数値の表し方   

        試験結果の数値の表し方は、JIS Z 8401によって丸める。 

１０．形式試験    

形式試験は、ボックスの種類ごとに製造業者の製作図、製作仕様書及び 6．～8．、に 12．

の規定に適合していることを確認した上で 9．4 の試験を行い、５．の規定に適合しなけ

ればならない。 

なお、製造業者は、試験結果を記録、保存し、注文者の要求がある場合、提出しなけれ

ばならない。 
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１１．検査     

ボックスの検査は、次の項目について行い、６．～８．及び１２．の規定に適合しなけ

ればならない。 

          ａ） 形状検査 

          ｂ） 寸法検査 

          ｃ） 外観検査 

          ｄ） 材料検査 

          ｅ） 表示検査 

 

１２．検査実施要領 

12-1  新規採用検査 

新たに指名を受けようとする製造業者の場合は、ボックスの種類ごとに当該仕様書

の規定に適合していることを 9-3．によって確認する。 

 12-2 更新検査 

       更新検 査 は 、 原 則 と し て当 局 が 検 査 日 、 検 査場 所 を あ ら か じ め 決             

定し 12.3．にて年 1回行うものとする。 

        ただし、当局が不必要と認めた場合は、これを省略することがある。 

        また、既納入分といえども、その必要がある場合には臨時に検査を行うことがある。 

 12-3 検査要領 

検査は、当該仕様書に基づき製作されたものの中から供試体を準備して行う。材料

検査に用いる供試体は各項目ごとに 6個を準備し、そのうちの 3個について行う。検

査に用いるボックスは 3組を準備し、そのうちの 1組について行う。検査は、当局検

査員立会のもと、以下の項目について行い、当該仕様書の規定に適合しなければなら

ない。 

            ａ）構造、形状及び寸法検査 

            ｂ）材料検査（圧縮、吸水率） 

            ｃ）表示検査 

            ｄ）外観検査 

            ｅ）性能検査（軸方向耐荷重性） 

        なお、検査に供する製品及び検査費用については、製造業者の負担とする。 

12-4 再検査 

12-3の検査のいずれかの項目において、規格値を満足しない場合はその項目につい

て再検査を行う。 

        再検査に用いる供試体は、材料検査については、予備に製作した残りの 3個を、ボ

ックスについては、準備した残り２組を用いる。 

         なお、再検査は、3個又は残り 2組ともに規格値を満足した場合のみ合格とする。 
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１３．表示        

 ボックスには、次の事項を容易に消えない方法で表示しなければならない。表示に

ついては、各メーカーの表示とし、日本水道協会との照合表を提出すること。 

          ａ） 種類及び高さ、又はその略号 

          ｂ） 製造業者名又はその略号 

           関連規格 JWWA B 132  水道用円形鉄蓋 

                JWWA B 133  水道用角形鉄蓋 

                JIS Z 8203  国際単位系（ＳＩ）及びその使い方 

          付表１  ボックスの種類とその高さ           単位㎜                    

              種   類       部 材 記 号     高   さ 

                 調整リング   ＲＢ25（Ｋ）      50，100 

            1 号    上 部 壁        ＲＢ25（Ａ）     150 

           （250）    中 部 壁        ＲＢ25（Ｂ）     100､200､300 

                 下 部 壁   ＲＢ25（Ｃ）     300 

                         ＲＢ25（ＣＡ ）    150、300 

             底   版   ＲＢ25（Ｐ）      40 

            調整リング   ＲＢ50（Ｋ）      50 

           ３号    上 部 壁        ＲＢ50（Ａ）     200  

           （500）    中 部 壁        ＲＢ50（Ｂ）     100､200､300 

                 下 部 壁        ＲＢ50（Ｃ）     200､300､500 

                 底 版   ＲＢ50（Ｐ）     40 

                 調整リング   ＲＢ60（Ｋ）     50 

           ４号    上 部 壁        ＲＢ60（Ａ）     200 

           （600）    中 部 壁        ＲＢ60（Ｂ）     100､200､300 

                 下 部 壁        ＲＢ60（Ｃ）     200､300､500 

                 底 版   ＲＢ60（Ｐ）       40 

                 調整リング   ＲＢ70（Ｋ）      50 

           ５号    上 部 壁        ＲＢ70（Ａ）      200 

           （700）    中 部 壁        ＲＢ70（Ｂ）     100､200､300 

                 下 部 壁        ＲＢ70（Ｃ）      300､500 

                 底   版   ＲＢ70（Ｐ）      40 

 分割底版型ボックスの種類とその高さ       単位㎜                   

              種   類       部 材 記 号     高   さ 

           １ 号   下 部 壁  ＲＢ25（ＣＡＴＫ）      360 

      （250） 

           ３ 号   下 部 壁  ＲＢ50（ＣＴＫ）       210 

            （500）   底 版  ＲＢ50（ＰＴＫ）       40 

           ４ 号   下 部 壁  ＲＢ60（ＣＴＫ）       210 

            （600）   底 版  ＲＢ60（ＰＴＫ）       40 

   備考１. ＲＢ25（ＣＡＴＫ）の底版はＲＢ50（ＰＴＫ）を使用する。 

     ２. 下部壁の高さを参考寸法、底版の高さを最小寸法とする。 
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

１号 ＲＢ25（Ａ） 250 310 360

３号 ＲＢ50（Ａ） 500 600 664

４号 ＲＢ60（Ａ） 600 700 764

５号 ＲＢ70（Ａ） 700 800 864

200

種　　類 部材記号
Ｄ１ Ｄ２

±５  

Ｄ３ Ｈ

±３

±４

±３

±４

±３

±４

150

 

         備考   上面に埋め込むインサートナットは、１号 JIS B 0205 に規定する

Ｍ10以上、3～6号がＭ16を標準とする。 
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単位㎜

寸　法 許容差 寸　法 許容差

100

200

300

100

200

300

100

200

300

100

200

300

700

±４

４号 ＲＢ60（Ｂ） 600

１号 ＲＢ25（Ｂ）

５号 ＲＢ70（Ｂ）

３号 ＲＢ50（Ｂ）

±５

ＨＤ

500

±３

250

種　　類 部材記号
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

１号 ＲＢ25（Ｃ） 250 ±３ 350 ±３ 300 ±５

Ｈ
種　　類 部材記号

Ｄ１ Ｄ２
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単位㎜

寸　法 許容差 寸　法 許容差

300

500

300

500

300

500

±３

±４

±５

ＲＢ70（Ｃ）

500

ＲＢ60（Ｃ） 600

700

３　号 ＲＢ50（Ｃ）

４　号

５　号

種　　　類 部材番号
Ｄ Ｈ
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

１号 ＲＢ25（Ｐ） 350 ±３ 550 ±３

3 号 ＲＢ50（Ｐ） 400 700 40 ±５

4 号 ＲＢ60（Ｐ） 500 ±4 800 ±4

5号 ＲＢ70（Ｐ） 600 900

Ｈ
種　　類 部材記号

Ｄ１ Ｄ２
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

１号 ＲＢ25（K） 250 360 ±３

3 号 ＲＢ50（K） 500 660 50 ±５

4 号 ＲＢ60（K） 600 760 ±4

5号 ＲＢ70（K） 700 860

±３

±4

Ｈ
種　　類 部材記号

Ｄ１ Ｄ２
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

250 ±３ 310 ±３

１号 ＲＢ25（ＣＡ）

寸法 許容差 寸法 許容差

360 ±３ 350 ±３

種　　類 部材記号
Ｄ１ Ｄ２ Ｈ

Ｄ3 Ｄ4
±５

150

300

 

備考   上面に埋め込むインサートナットは、１号 ＪＩＳ Ｂ 0205に規

定するＭ10､2号がＭ12を標準とする。 
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

１号 ＲＢ25（CATK） 250 ±３ 500 ±３ 360 ±５

Ｈ（参考） 
種　　類 部材記号

Ｄ１ Ｄ２

 

         備考   上面に埋め込むインサートナットは、１号 ＪＩＳ Ｂ 0205 に規定

するＭ10を標準とする。 
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単位㎜

寸　法 許容差 寸　法 許容差
種　　　類 部材番号

Ｄ Ｈ（参考） 

ＲＢ60（ＣTK） 600

210

３　号 ＲＢ50（ＣTK）

４　号

±３

±４

±５

500
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単位㎜

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

3 号 ＲＢ50（ＰＴK） 700

4 号 ＲＢ60（ＰＴK） 800
±４

Ｈ（最小） 
種　　類 部材記号

A Ｂ

±３200 200 ±３

 

 

 

 

 



鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表

１．仕切弁

２．センターキャップ式バタフライ弁

３．立型バタフライ弁

４．双口消火栓

５．ボール式消火栓

６．空気弁付ボール式消火栓

７．急速空気弁

８．ボール式消火栓付空気弁

９．排水栓

＊本編は、弁栓類の口径別・埋設深度別に鉄蓋・ボックス

　の標準的な組み合わせを掲載したものです。

　実際の施工にあたっては、監督員等に確認ください。
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　1．仕切弁【①】 　

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1

下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=150㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=100
M12×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用
M12×75㎜ 平座金共　　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=100㎜/50㎜×2

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1

下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用
M12×75㎜ 平座金共　　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=100
M12×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=100㎜/50㎜×2

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=100
M12×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用
M12×75㎜ 平座金共　　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=100㎜/50㎜×2

1
下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1

下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=150㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=150㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=0.8m BOX高さ H=690㎜

組 組

個 個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=0.6m BOX高さ H=390㎜

組 組 組

個 個 個

組 組 組

個 個 個

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

組

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=0.7m BOX高さ H=590㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=0.8m BOX高さ H=640㎜

個 個

個 個

組 個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=0.6m BOX高さ H=490㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=0.7m BOX高さ H=540㎜

組 組

個 個

個 個

個 個

組組

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=0.6m BOX高さ H=440㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ300 H=0.8m BOX高さ H=390㎜

個 個 個

組 個 個

組

個 個 個

個 組 個

組組

組

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=0.7m BOX高さ H=490㎜

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=0.8m BOX高さ H=590㎜



　1．仕切弁【②】 　

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=100㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用
M12×75㎜ 平座金共　　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=100
M12×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=100㎜/50㎜×2

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(CA)/FB25(JAC) φ250 H=300㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1

中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=100㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=200㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=300㎜

1

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1 組
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=100
M12×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用
M12×75㎜ 平座金共　　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=100㎜/50㎜×2

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=200㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=300㎜

1

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

組 組

組

組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

個 個

個 個

組 個

組 組

個 個

個 個

個 個

個 個

組 個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ300 H=0.9m BOX高さ H=490㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ300 H=1.0m BOX高さ H=590㎜

組 組

組 組 組

個 個 個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=0.9m BOX高さ H=790㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=1.0m BOX高さ H=890㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=1.1m BOX高さ H=990㎜

個 個 個

個 個 個

個 個 個

個 個 個

個 個 個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=0.9m BOX高さ H=740㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=1.0m BOX高さ H=840㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=1.1m BOX高さ H=940㎜

個 個 個

組 組 組

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=0.9m BOX高さ H=690㎜ 仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=1.0m BOX高さ H=790㎜

個 個 個

個 個 個

組 組 組



　1．仕切弁【③】 　

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用
M12×75㎜ 平座金共　　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=100㎜

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=300㎜

1
円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1 組

1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=100
M12×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=100㎜/50㎜×2

1 個

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1 個

中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=300㎜

1 個

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1 個

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1 個

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1 組

1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 1箇所当たり

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1 個

中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=200㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1 個

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=300㎜

1 個

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1 個

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1 個

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1 組

1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 1箇所当たり

調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 1号用 調整H=50
M12×110㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 1号(円形)
RB25(K)/FB25(K) φ250 H=50㎜

1 個

下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1
上部壁 1号(円形)
RB25(A)/FB25(A) φ250 H=150㎜

1 個

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1
中部壁 1号(円形)
RB25(B)/FB25(B) φ250 H=100㎜

1 個

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1
下部壁 1号(円形)
RB25(C)/FB25(JC35) φ250 H=300㎜

1 個

底版 1号(円形)
RB25(P)/FBPC35 φ350 H=40㎜/10㎜

1 個

円形鉄蓋 1号(仕切弁用)
標準仕様 φ250 H=150㎜(名称 仕切弁)

1 組

組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ350 H=1.2m BOX高さ H=640㎜

組

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ50～φ75 H=1.2m BOX高さ H=1090㎜

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=1.2m BOX高さ H=990㎜

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ150～φ250 H=1.1m BOX高さ H=890㎜

個

個

個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ300 H=1.1m BOX高さ H=690㎜

組

個

個

個

組

個

個

個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ100 H=1.2m BOX高さ H=1040㎜

個

個

個

仕切弁ﾎﾞｯｸｽ材料(1号) φ300 H=1.2m BOX高さ H=790㎜

個

個

組

組 組

個 個

個 個



　2．センターキャップ式バタフライ弁

1箇所当たり 1箇所当たり

1箇所当たり
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1 個
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1 個

中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=200㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1 個
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=500㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1

円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1

中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=200㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=200㎜

1

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=500㎜

1

円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1

円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

個

ｾﾝﾀｰｷｬｯﾌﾟ式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ800 H=1.1m
BOX高さ H=990㎜

ｾﾝﾀｰｷｬｯﾌﾟ式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ800 H=1.3m
BOX高さ H=1190㎜

組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

組

個

組

個

ｾﾝﾀｰｷｬｯﾌﾟ式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ800 H=1.0m
BOX高さ H=890㎜

組

組

組

個 個 個

個 個 個

個 個 個

個 個 個

組 個

組

ｾﾝﾀｰｷｬｯﾌﾟ式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ800 H=1.2m
BOX高さ H=1090㎜

ｾﾝﾀｰｷｬｯﾌﾟ式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ800 H=1.4m
BOX高さ H=1290㎜

組 組

個 個 個

個 個

個

個

個

ｾﾝﾀｰｷｬｯﾌﾟ式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ800 H=1.5m
BOX高さ H=1390㎜



　3　立型バタフライ弁　【①】

1箇所当たり

1箇所当たり 1箇所当たり
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=200㎜

1 個

中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1

円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1

中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=200㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=300㎜

1

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=500㎜

1

円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1

円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1
円形鉄蓋 4号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ600以下用)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

組

組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

組 組

個 個

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ600 H=1.0m
BOX高さ H=790㎜

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ600 H=1.2m
BOX高さ H=990㎜

個 個

個 個

個 個

個 個

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ600 H=1.1m
BOX高さ H=890㎜

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ600 H=1.3m
BOX高さ H=1090㎜

組

個 個 個

組

個 個 個

組 組 組

個 個 個

個 個 個

個 個 個

個 個

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ600 H=1.4m
BOX高さ H=1190㎜

組

組

個

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) φ400～φ600 H=1.5m
BOX高さ H=1290㎜



　3　立型バタフライ弁　【②】

1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

1箇所当たり
調整ﾘﾝｸﾞ 5号(円形)
RB70(K) φ700 H=50㎜

1 個

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
上部壁 5号(円形)
RB70(A) φ700 H=200㎜

1 個

調整ﾘﾝｸﾞ 5号(円形)
RB70(K) φ700 H=50㎜

1
中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=200㎜

1 個

上部壁 5号(円形)
RB70(A) φ700 H=200㎜

1
中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=300㎜

1 個

中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=300㎜

1
下部壁 5号(円形)
RB70(C) φ700 H=300㎜

1 個

下部壁 5号(円形)
RB70(C) φ700 H=300㎜

1
底版 5号(円形)
RB70(P) φ600 H=40㎜

1 個

底版 5号(円形)
RB70(P) φ600 H=40㎜

1
円形鉄蓋 5号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ700以上用)
標準仕様 φ700 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

円形鉄蓋 5号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ700以上用)
標準仕様 φ700 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

1箇所当たり

1箇所当たり
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
調整ﾘﾝｸﾞ 5号(円形)
RB70(K) φ700 H=50㎜

1 個

調整ﾘﾝｸﾞ 5号(円形)
RB70(K) φ700 H=50㎜

1
上部壁 5号(円形)
RB70(A) φ700 H=200㎜

1 個

上部壁 5号(円形)
RB70(A) φ700 H=200㎜

1
中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=100㎜

1 個

中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=100㎜

1
中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=300㎜

1 個

中部壁 5号(円形)
RB70(B) φ700 H=300㎜

1
下部壁 5号(円形)
RB70(C) φ700 H=500㎜

1 個

下部壁 5号(円形)
RB70(C) φ700 H=300㎜

1
底版 5号(円形)
RB70(P) φ600 H=40㎜

1

底版 5号(円形)
RB70(P) φ600 H=40㎜

1
円形鉄蓋 5号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ700以上用)
標準仕様 φ700 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

円形鉄蓋 5号(ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁φ700以上用)
標準仕様 φ700 H=100㎜(名称 ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁)

1

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(5号) φ700～φ800 H=1.2m
BOX高さ H=990㎜

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(5号) φ700～φ800 H=1.3m
BOX高さ H=1090㎜

個

個

個

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(5号) φ700～φ800 H=1.4m
BOX高さ H=1190㎜

立型ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁ﾎﾞｯｸｽ材料(5号) φ700～φ800 H=1.5m
BOX高さ H=1290㎜

組

組

個

個

組

組

組

個

個

個

個

個

個

個

組

φ600

φ900



　4　双口消火栓

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1

中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1

円形鉄蓋 4号(双口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1
円形鉄蓋 4号(双口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1
円形鉄蓋 4号(双口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1

中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1
中部壁 4号(円形)
RB60(B) φ600 H=100㎜

1

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=300㎜

1

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1

円形鉄蓋 4号(双口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1
円形鉄蓋 4号(双口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1
円形鉄蓋 4号(双口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1

個 個 個

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

双口消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=0.9m 本管口径φ300 BOX高さH=790㎜ 双口消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.1m 本管口径φ300 BOX高さH=790㎜ 双口消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.2m 本管口径φ350 BOX高さH=790㎜

組 組 組

個 個 個

個 個 個

個 個 個

個 個 個

組

双口消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.0m 本管口径φ300 BOX高さH=790㎜ 双口消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.2m 本管口径φ300 BOX高さH=790㎜
双口消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.2m 本管口径φ400以上
BOX高さH=790㎜

個

組 組 組

個 個 個

組

組

組

組

組

個 個 個

個 個 個

個 個 個

個 個



　5　ボール式消火栓

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(CTK)/FB25(C) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(PTK)/FBSP70 700×200 H=40㎜/10㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(単口消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ500 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.8m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=1.1m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=1.2m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.7m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=1.0m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.6m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

ﾎﾞｰﾙ式消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.9m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜



　6　空気弁付ボール式消火栓

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個

円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(CTK) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(PTK) 800×200 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個

円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個

円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組
円形鉄蓋 4号(空気弁付消火栓)
ｶﾗｰ仕様 φ600 H=100㎜(名称 消火栓)

1 組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.1m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=0.6m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=0.9m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.2m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=0.7m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=1.0m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

空気弁付消火栓ﾎﾞｯｸｽ材料(4号) H=0.8m
本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜



　7　急速空気弁

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(CTK)/FB25(C) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(PTK)/FBSP70 700×200 H=40㎜/10㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 3号(急速空気弁)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=1.1m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.6m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.9m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=1.2m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.7m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=1.0m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜

急速空気弁(φ25)ﾎﾞｯｸｽ材料(3号) H=0.8m
本管口径φ75～φ300 BOX高さH=590㎜



　8　ボール式消火栓付空気弁

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個

円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(CTK) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(PTK) 800×200 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個

円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 4号(円形)
RB60(K) φ600 H=50㎜

1 個

上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個
上部壁 4号(円形)
RB60(A) φ600 H=200㎜

1 個

下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個
下部壁 4号(円形)
RB60(C) φ600 H=200㎜

1 個

底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個
底版 4号(円形)
RB60(P) φ500 H=40㎜

1 個

円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組
円形鉄蓋 4号(消火栓付空気弁)
標準仕様 φ600 H=100㎜(名称 空気弁)

1 組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=1.1m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=0.6m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=0.9m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=1.2m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=0.7m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=1.0m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

消火栓付空気弁ﾎﾞｯｸｽ材料(4号)
H=0.8m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜



　9．排水栓

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(CTK)/FB25(C) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(PTK)/FBSP70 700×200 H=40㎜/10㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組

1箇所当たり 1箇所当たり

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組
ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ(3個ｾｯﾄ) 3～5号用 調整H≦80
M16×150㎜ 平座金共　　　　管材費対象外

1 組

調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個
調整ﾘﾝｸﾞ 3号(円形)
RB50(K)/FB50(K) φ500 H=50㎜

1 個

上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個
上部壁 3号(円形)
RB50(A)/FB50(A) φ500 H=200㎜

1 個

下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個
下部壁 3号(円形)
RB50(C)/FB25(B) φ500 H=200㎜

1 個

底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個
底版 3号(円形)
RB50(P)/FBP50 φ400 H=40㎜/30㎜

1 個

円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組
円形鉄蓋 3号(排水栓)
標準仕様 φ500 H=100㎜(名称 排水栓)

1 組

標準図 　鉄蓋・ボックス標準組み合わせ表　

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=1.1m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=0.6m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=0.9m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=1.2m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=0.7m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=1.0m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

排水栓ﾎﾞｯｸｽ材料(3号)
H=0.8m 本管口径φ75～φ250 BOX高さH=590㎜

＊鉄蓋の名称は「排水栓」になります。


